Lesson 11  Volunteer Activities
[bookmark: _GoBack]
■授業展開例１（週１時間の場合）
週に１時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

1時間目：Expression Input, Speaking Output, Model Passage (pp. 60-62)
2時間目：Writing Output, Give It a Shot, Grammar Compass (pp. 63-64)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Expression Input（p. 60）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて，空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
	
対話を聞かせて，ボランティアに関する語彙や重要表現を習得させる。また，最後のQ では生徒自身の考えを言わせるので，そこで出た意見を次ページ以降の活動につなげていきたい。
	10分

	２
	Speaking Output（p. 61）
① ボランティア活動の参加について，ペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
② 友だちの述べたことをまとめた英文またはメモを作らせる。
	
教科書に示された質問に答えるだけでなく，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。時間に限りがあれば，原稿やメモの作成は宿題にしてもよい。
	20分

	３
	Model Passage（p. 62）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 2 分程度でメールを読ませる。
③ 上記①の解答を確認する。
④ Points や，Function，Grammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読させる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて，解答を確認する。
	
p. 63 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち，メール本文でボランティアに関する部分を抜粋して，そこに記されたこれまでのボランティア経験や今後の予定について整理させてみるとよい。また，テキストに触れる際，内容理解だけでなく，依頼表現や動名詞の使われ方にも注目させたい。
	20分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage 復習
① 全員で音読させる。
（chorus → buzz → individual）
② Shadowing をさせる。
	
　音読の際，Sounds で扱っている内容が身についているかどうかを特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p. 63）
① 教師がボランティア活動に対する関心やこれまでの経験について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒にボランティアに対する自分自身の向き合い方について考えさせて，構想を練らせる。
	
①の対話をヒントにして，②で構想を練らせるという流れが望ましい。実際のメールの作成は宿題にするとよい。
	15分

	３
	Give It a Shot（p. 63）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 再びCD を聞かせながら解答の確認を行う。
	
「どこで」「何をしていた」という点を特に注意して聞くべきだということを伝えて，音声を聞く目的を明示しておく。
	10分

	４
	Grammar Compass（p. 64）
① 例文の解説を行う。
	
設問は宿題として出題する。
	15分



■授業展開例２（週２時間の場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を４時間とした。

１時間目：Word Input, Expression Input  (pp. 59-60)
２時間目：Speaking Output, Model Passage  (pp. 61-62)
３時間目：Model Passage, Writing Output  (pp. 62-63)
４時間目：Give It a Shot, Grammar Compass  (pp. 63-64)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Word Input（p. 59）
① Word Bank にある語句の発音と意味を確認する。
② 写真に合うボランティア活動の名前を，生徒を指名して答えさせる。
	
ボランティアに関する語彙を導入する。①の活動の前に，ボランティア活動の例をクラス全体でブレインストーミングして，挙がった単語を英語でどう表現するか学ぶ活動を取り入れてもよい。
	15分

	２
	Expression Input（p. 60）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて，１の空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
③ ２の募集要項を読ませて，参加したい活動を選択させる。最後には選択した理由を書かせる。
	
対話を聞かせてボランティアに関する語彙や重要表現を習得させる。語彙や表現の幅を広げながら，ボランティア活動を行う意義も合わせて理解させたい。
	35分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Speaking Output（p. 61）
① ランキングを見て気付いたことを，ペアまたはグループで話し合わせる。
② ボランティア活動の参加について，ペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
③ 友だちの述べたことをまとめた英文またはメモを作らせて，それを元に発表させる。
	
②では教科書に示された質問に答えるだけでなく，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。時間に限りがあれば，原稿やメモの作成は宿題にしてもよい。発表を行う際はFor Your [More] Use で挙がっている表現を参考にさせるとよいだろう。

	25分

	２
	Model Passage（p. 62）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 2 分程度でメールを読ませる。
③ 上記①の解答を確認する。
④ Points や，Function，Grammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読させる。その後に
buzz reading を行い，さらに1 人1 文ずつ順番に読ませる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて，解答を確認する。
	
p. 63 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち，メール本文でボランティアに関する部分を抜粋して，そこに記されたこれまでのボランティア経験や今後の予定について整理させてみるとよい。また，テキストに触れる際，内容理解だけでなく，依頼表現や動名詞の使われ方にも注目させたい。
	25分



３時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage 復習
① 全員で音読させる。
（chorus → buzz → individual）
② Shadowing をさせる。
	
　音読の際，Sounds で扱っている内容が身についているかどうかを特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p. 63）
① 教師がボランティア活動に対する関心やこれまでの経験について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒にボランティアに対する自分自身の向き合い方について考えさせて，構想を練らせる。
③ メールの本文に記す英文を作成させる。
④ メールの体裁を整えさせる。
	
①の対話をヒントにして，②で構想を練らせるという流れが望ましい。①の活動を行う際，役に立ちそうな表現があればメモをさせる。
メールの体裁については，Model Passage の英文のほかに，教科書巻末のWriting Guide も参考にさせるとよいだろう。時間に限りがあれば，メールの作成は宿題にするとよい。
	40分



４時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Give It a Shot（p. 63）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 生徒同士で解答をチェックさせる。
③ 再びCD を聞かせながら解答の確認を行う。
	
「どこで」「何をしていた」という点を特に注意して聞くべきだということを伝えて，音声を聞く目的を明示しておく。より細かい内容の聞き取りを求める場合は，True or False 問題を作ってもよい。
	15分

	２
	Grammar Compass（p. 64）
① 例文の解説を行う。
② 練習問題を解かせる。
③ 答え合わせをした後に解説を行う。
	
動名詞の形（form）や意味（meaning）にとどまらず，使われ方（use）に関する点まで身につけさせることが目的となる。それぞれ，なぜ動名詞が用いられるのか，言い換えられる表現はないのかなど，様々なことを考えさせて，その都度解説を入れたい。
	35分



■授業展開例３（週２時間，ALTとのTeam Teachingの場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を４時間とした。

１時間目：Word Input, Expression Input  (pp. 59-60)
２時間目：Speaking Output, Model Passage  (pp. 61-62)
３時間目：Model Passage, Writing Output  (pp. 62-63)
４時間目：Give It a Shot, Grammar Compass  (pp. 63-64)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Word Input（p. 59）
① Word Bank にある語句の発音と意味を確認する。
② 写真に合うボランティア活動の名前を，生徒を指名して答えさせる。
	
ボランティアに関する語彙を導入する。ALTに表現の解説を加えてもらうとよい。
	15分

	２
	Expression Input（p. 60）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて，１の空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
③ ２の募集要項を読ませて，参加したい活動を選択させる。最後には選択した理由を書かせる。
	
対話を聞かせてボランティアに関する語彙や重要表現を習得させる。語彙や表現の幅を広げながら，ボランティア活動を行う意義も合わせて理解させたい。また，ALT 自身のボランティア経験を踏まえて，いま若者に人気のボランティア活動や，その実態などを話してもらうと興味を引くことができるだろう。
	35分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Speaking Output（p. 61）
① ランキングを見て気付いたことを，ペアまたはグループで話し合わせる。
② ボランティア活動の参加について，ペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
③ 友だちの述べたことをまとめた英文またはメモを作らせて，それを元に発表させる。
	
②では教科書に示された質問に答えるだけでなく，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。対話例をALT とJTE で実演してからペア活動に入ると，生徒は活動のイメージがしやすくなるだろう。
時間に限りがあれば，原稿やメモの作成は宿題にしてもよい。発表を行う際はFor Your [More] Use で挙がっている表現を参考にさせるとよいだろう。
	25分

	２
	Model Passage（p. 62）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 2 分程度でメールを読ませる。
③ 上記①の解答を確認する。
④ Points や，Function，Grammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，ALTの後について音読させる。その後にbuzz reading を行い，さらに1 人1 文ずつ順番に読ませる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて，解答を確認する。
	
p. 63 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち，メール本文でボランティアに関する部分を抜粋して，そこに記されたこれまでのボランティア経験や今後の予定について整理させてみるとよい。また，テキストに触れる際，内容理解だけでなく，依頼表現や動名詞の使われ方にも注目させたい。
	25分



３時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage 復習
① 全員で音読させる。
（chorus → buzz → individual）
② Shadowing をさせる。
	
　音読の際，Sounds で扱っている内容が身についているかどうかを特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p. 63）
① ALT がボランティア活動に対する関心やこれまでの経験について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒にボランティアに対する自分自身の向き合い方について考えさせて，構想を練らせる。
③ メールの本文に記す英文を作成させる。
④ メールの体裁を整えさせる。
	
①ではまずALT とJTE によるモデル対話を行い，それをヒントに①の対話や②の構想に役立てさせるという流れが望ましい。①の活動を行う際，役に立ちそうな表現があればメモをさせる。
メールの体裁については，Model Passage の英文のほかに，教科書巻末のWriting Guide も参考にさせるとよいだろう。時間に限りがあれば，メールの作成は宿題にするとよい。
	40分



４時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Give It a Shot（p. 63）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 生徒同士で解答をチェックさせる。
③ 再びCD を聞かせながら解答の確認を行う。
	
「どこで」「何をしていた」という点を特に注意して聞くべきだということを伝えて音声を聞く目的を明示しておく。より細かい内容の聞き取りを求める場合は，True or False 問題を作ってもよい。
	15分

	２
	Grammar Compass（p. 64）
① 例文の解説を行う。
② 練習問題を解かせる。
③ 答え合わせをした後に解説を行う。
	
動名詞の形（form）や意味（meaning）にとどまらず，使われ方（use）に関する点まで身につけさせることが目的となる。それぞれ，なぜ動名詞が用いられるのか，言い換えられる表現はないのかなど，様々なことを考えさせて，その都度解説を入れたい。
	35分



